平成１１年測量士補試験問題（択一式）

［ＮＯ．１］

　問　Ａ　
　三角形の1辺の長さとその両端の角の大きさが分かれば他の2辺の長さが分かる。

スネル(Sne1l、1591～1621)は、このことを応用して、細長い四角形の短い対角線の長さを直接測定して基線とし、四辺形の必要な内角を測定して、長い方の対角線の長さを求めた。これを基線の増大という。彼は、このような方法に基づき、三角測量を広大な地球表面に応用して地球の大さきを求めた。

　わが国では、明治から大正にかけて、全国にこのような基線を設置し、一等三角測量に長さの基準を与えた。

　図1-1は、ある基線の増大の模式図で、基線BDの長さは5,200mである。対角線ACの長さはいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

なお、各測点でのきょう角は表1-1のとおりとし、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表1-1

１．　 5,500 m

２．　 6,600 m

３．　 8,500 m

４．　 9,700 m

５．　11,500 m
 a1
　 36.9ﾟ
 c1
　 36.9ﾟ


 a2
　 23.1ﾟ
 c2
　 23.1ﾟ


 b1
　 40ﾟ
 d1
　 40ﾟ


 b2
　 80ﾟ
 d2
　 80ﾟ




[image: image1.png]



　　　　　　　　　　　　　　　　　図1-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No1A　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　《覚えておこう》　…　正弦定理と余弦定理
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B

　　　正弦定理 ： a / sinA = b / sinB = c / sinC　　　　　　　　c　　　　　 a

　　　余弦定理 ： a^2 = b^2 + c^2 + 2bc×cosA　　　　　　　　 A　　　　　　 C
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　　三角形CBDと、三角形CADについて正弦定理を適用すると、

　　　　三角形CBDは、 BD / sin(c1+c2) = CD / sin(b2) より、

　　　　　　CD = BD × sin(b2) / sin(c1+c2)

　　　　三角形CADは、 CD / sin(a1) = AC / sin(d1+d2) より、

　　　　　　AC = CD × sin(d1+d2) / sin(a1)

　　　　　　　 = { BD × sin(b2) / sin(c1+c2) } × sin(d1+d2) / sin(a1)

　　　　　　　 = BD × sin(b2) × sin(d1+d2) / { sin(c1+c2) × sin(a1) }

　　　　　　　 = 5,200m × sin80ﾟ × sin120ﾟ / ( sin60ﾟ × sin36.9ﾟ )

　　　　　　　　　　《 sin120ﾟ = sin60ﾟ より 》

　　　　　　　 = 5,200m × sin80ﾟ / sin36.9ﾟ

　　　　　　　 = 5,200m × 0.985 / 0.600

　　　　　　　 = 8,537m

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　《計算問題は客観的に眺めてみよう》　…　図や表から、何かが見えてくる

　　　　○ a1+a2 = c1+c2 = 60ﾟ、　b1 = d1 = 40ﾟ、　b2 = d2 = 80ﾟ

　　　　○ 三角形CBDと、三角形ADBは、等しい

　　　　○ BDとACの交点をEとした場合、CE = AE、　AC = 2AE

　　　　○ 三角形ADBについて、 a1+a2 = 60ﾟ、　b1 = 40ﾟ、　d2 = 80ﾟ

　　《計算問題は単純計算から予測》　…　単純計算の結果から、正解を予測する

　　　　非常に、乱暴に、三角形ADBを、一辺5,200m、一内角60ﾟの正三角形と考える。

　　　　　　AE = 5,200m × sin60ﾟ より、

　　　　　　AC = 2 × 5,200m × sin60ﾟ = 9,007m

　　ここで求めたAEは、設問より長く計算されることより、正解は9,000mより小さい。

　　また、五択の幅が大きいことから、正解は、「３．8,500m」に限定できる。

　問　Ｂ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施した基準点測量について述べたものである。間違った作業を行っているものはどれか。次の中から選べ。

１．作業計画の工程において、地形図上で新点の概略位置を決定し、平均計画図を作成す

　　る作業を行った。

２．選点の工程において、現地で既知点の現況を調査した。

３．1級基準点測量において、新点として標杭を設置した。

４．観測に使用する機器は、適宜、点検及び調整を行った。

５．観測値を点検した結果、許容範囲を超えた量が微少であったが再測を行った。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No1B　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《基準点測量05》より、正しい。

　　　　　　　　○平均計画図

　　　　　　　　　・地形図等（主に空中写真）を用い机上計画を作成

　　　　　　　　　・既知点と新点の予定位置をプロット

　　　　　　　　　・新点条件、配点密度を考慮する

　　　　　　　　○選点図

　　　　　　　　　・平均計画図に基づき現地調査を行い、

　　　　　　　　　　測点間の視通を確認し新点を確定

　　　　　　　　　・確認された視通線を記入する

　　　　　　　　○平均図

　　　　　　　　　・観測図、選点図に基づき、作業規程条件に適合し

　　　　　　　　　　効率的に作業できる多角網を確定

　　　　　　　　○観測平均図

　　　　　　　　　・計画機関で承認を得た平均図に基づき作成する

　　２　…　チェック部品集《基準点測量04》より、正しい。

　　　　　　　　○選点

　　　　　　　　　・平均計画図に基づき、現地で既知点の現況調査を行い新点位置選定

　　　　　　　　　・地形、植生、他現地状況に応じ作業の実施方法を検討

　　　　　　　　　・選点図の作成と平均図の承認を得る

　　３　…　「標杭は永久標識ではないので、1～2級基準点測量には使えない。」

　　　　　　間違いである。
　　４　…　当然、正しい。

　　５　…　「観測値について、所定の点検を行い、許容範囲を超えた場合は、

　　　　　　　再測する必要がある。」

　　　　　　正しい。

 乱暴解  

　　「１」「２」「４」は、正しいのが容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　「３」が怪しい。

　問　Ｃ　
　図1-2は、三等三角点北山測点において観測を実施した鉛直角観測手簿である。観測値を点検するとともに、図の空欄 　ア　 ～ 　ウ　 を埋めて(1)方向の高度角を求めたい。観測値の点検結果と 　ウ　 に入る高度角の組合せとして正しいものはどれか。

次の中から選べ。

　ただし、鉛直角観測における高度定数の較差の許容範囲は10"とする。

　　　観測値の点検結果　　　　 ウ

１．　　　再測なし　　　　 +0ﾟ46’23”
２．　　(2)方向が再測　　　+0ﾟ46’18”
３．　　(2)方向が再測　　　-0ﾟ46’18”
４．　　(3)方向が再測　　　+0ﾟ46’18”
５．　　(3)方向が再測　　　-0ﾟ46’23”
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図1-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No1C　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　高度角の観測値は、（ r：望遠鏡右の観測角、　l：望遠鏡左の観測角 ）

　　　　　　　2Z = r – l + 360ﾟ = 89ﾟ13’37” - 270ﾟ46’14” + 360ﾟ = 178ﾟ27’23”
　　イ　…　高度角は、

　　　　　　　90ﾟ ± α = Z = 89ﾟ13’42”
　　ウ　…　α は、90ﾟ ± α = Z = 89ﾟ13’42” より、

　　　　　　　α = 90ﾟ -  89ﾟ13’42” = 0ﾟ46’18”
　　よって、正解は「２」である。

 乱暴解  

　　《多い少ないの術》　…　すべて「多い」もの

　　　　五択から、出題者の意図が見えてくる。

　　　「観測値の点検結果」では、

　　　　　(2)方向、(3)方向のどちらを再測しなければならないか、を問うている。

　　　「ウ」では、

　　　　　0ﾟ46’18” の＋、－の符号が理解できているか、を問うている。

　　　　　多いほうの「+0ﾟ46’18”」とすれば、正解は「２」「４」に絞り込める。

　問　Ｄ　
　図1-3は、一般的な偏心について位置関係を示したものである。表1-2は、偏心をしたとき水平角に対して行う偏心補正の符号について、まとめたものである。

　ア　 ～ 　エ　 に入る符号の組合せとして正しいものはどれか。次の中から選べ。

　ただし、表1-2中の正とは図1-3において、(1)での水平角に補正することを示し、反とは(2)での水平角に補正することを示す。また、＋は計算した補正量の符号をそのままにして加え、－は計算した補正量の符号を反対にして加えることを示す。
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　　　ア　　イ　　ウ　　エ

１．　＋　　＋　　＋　　＋

２．　＋　　＋　　－　　＋

３．　＋　　－　　－　　＋

４．　＋　　－　　＋　　－

５．　－　　＋　　＋　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1-3

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表1-2

 B・C・Pの関係
　　　　　　　偏心角を測定した位置の区分


水平角観測を行った観測点

　　　 B
　 測点の中心

　　　 C
　 目標の中心

　　　 P

　(B=P)≠C
　正： 　ア　 

　反：　 ＋
　正：　 －

　反：　 －
　正：　 ＋

　反： 　イ　 

　(B=C)≠P
　反：　 －
　反：　 －
　反： 　ウ　 

　B≠(C=P)
　正： 　エ　 
　正：　 －
　正：　 －

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No1D　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 乱暴解  

　　《多い少ないの術》　…　すべて「多い」もの

　　　　正解は「１」である。

［ＮＯ．２］

　問　Ａ　
　次の文は、多角測量について述べたものである。間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

１．多角路線は、精度を確保するためできるだけ直線状になるようにすべきである。

２．多角路線長は、精度を確保するためできるだけ長くすべきである。

３．多角路線の各辺の長さは、精度を確保するためできるだけ等しくすべきである。

４．多角測量においては、測角と測距の精度が釣り合うよう機器や観測方法を選択すべき

　　である。

５．単路線方式とは、両端に既知点を有し、一路線で新点を結ぶ多角測量方式である。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No2A　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《基準点測量06》より、

　　　　○選点の留意点

　　　　　・既知点の数を多くし均等に配置する

　　　　　・交点の数を多くし各路線が強く結ばれていること

　　　　　・路線は短く、節点の数を少なくする

　　　　　・路線長を均一にする

　　　　　・短かい折線は避ける

　　　　○新点の選定条件

　　　　　・視通の良好

　　　　　・地盤の安定

　　　　　・後続作業の利用

　　　　　・標石の保全等を考慮

　　　　　・最も適切な位置に選定

　　１　…　「多角路線は、できるだけ直線状になるように」

　　　　　　正しい。

　　２　…　「多角路線長は、できるだけ短く」である。

　　　　　　間違いである。

　　３　…　「多角路線の各辺の長さは、できるだけ等しく」

　　　　　　正しい。

　　４　…　「測角と測距の精度が釣り合うよう機器や観測方法を選択する」

　　　　　　正しい。

　　５　…　「単路線方式とは、両端に既知点を有し、一路線で新点を結ぶ多角測量方式」

　　　　　　正しい。

　　よって、正解は「２」である。

 乱暴解  

　　「１」「３」「４」が正しいのは、容易に解るであろう。

　　「２」の間違いも解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　問　Ｂ　
次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するGPS測量機を用いた1級基準点測量(GPS測量)について述べたものである。

間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．GPS衛星から受信する軌道情報は、WGS-84系に基づいている。

２．GPS測量では、アンテナ間の基線ベクトルが求められる。

３．GPS測量では、同時に4個以上のGPS衛星を使用して観測を行う。

４．GPS測量で直接求められる高さは、標高である。

５．GPS測量の観測中は、アンテナの近くで電波に影響をおよぼす機器を使用しない。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No2B　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《ＧＰＳ03》より、正しい。

　　　　　　　　○ジオイド補正：H=h-N

　　　　　　　　　・ＧＰＳ観測からはWGS-84系に準拠する楕円体高hが求まる

　　　　　　　　　・ジオイド高Nを補正し楕円体高から標高Hを求める

　　２　…　「GPS測量では、基線ベクトルが求まる。」

　　　　　　正しい。

　　３　…　チェック部品集《ＧＰＳ01》より、正しい。

　　　　　　　　○汎地球測位システム

　　　　　　　　　・衛星軌道半径：26,600km　　・地球１周：１２時間

　　　　　　　　　・２４個の人工衛星発信電波の内、４個以上の衛星から同時受信

　　　　　　　　　・水平X.Y、高さZ、時間T　　　・受信機の時計誤差を考慮

　　４　…　チェック部品集《ＧＰＳ03》より、

　　　　　　　　「ＧＰＳ観測からはWGS-84系に準拠する楕円体高hが求まる」

　　　　　　　　「ジオイド高Nを補正し楕円体高から標高Hを求める」

　　　　　　間違いである。

　　５　…　チェック部品集《ＧＰＳ05》より、正しい。

　　　　　　　　○誤差

　　　　　　　　　・電磁層伝搬遅延誤差：周波数の２乗に比例、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２周波(L1.L2)観測で補正

　　　　　　　　　・対流圏伝搬遅延誤差：標準大気モデル（気温、気圧、湿度）で補正

　　　　　　　　　・整数値バイアス：多重解からの基線解観測時間を確保する

　　　　　　　　　・アンテナ高計測誤差：同機種のアンテナを同方向に立てる

　　　　　　　　　・時計誤差：二重位相差を計算する

　　　　　　　　　・軌道情報誤差：精密軌道暦を用いる

　　　　　　　　　・サイクルスリップ

　　よって、正解は「４」である。

 乱暴解  

　　「２」「３」「５」は、正しいのが容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　　「４」が怪しい。

　問　Ｃ　
　図2-1に示すように平たんな土地に点A、B、Cを設け、各点における光波測距儀の器械高及び反射鏡高を同一にして距離測定を行い、表2-1の結果を得た。これから器械定数を求め、器械定数と反射鏡定数を用いてAC間の距離を補正した。補正後のAC間の距離に最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、測定距離は気象補正済みとし、測定誤差はないものとする。

また、点A、B、Cは直線上にあるものとする。

　なお、反射鏡定数は-0.03mとし、関数の数値が必要な場合は、巻未の関数表を使用すること。

１．　618.62 m

２．　618.71 m

３．　618.73 m

４．　618.76 m

５．　618.79 m
　　　　表2-1


 測定距離
　測定距離


　　AB
　298.85 m


　　BC
　319.77 m


　　AC
　618.69 m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図2-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No2C　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《光波測距儀03》より、

　　　　○距離測定三点法

　　　　　　D3 + K = D1 + D2 + 2K　　　　K：器械定数＋反射鏡定数

　　　　K = D3 - ( D1 + D2 )

　　　　　= 618.69m - ( 298.85m + 319.77m )

　　　　　= 0.07m

　　よって、補正後のAC間の距離は、

　　　　D3 + K = 618.69m + 0.07m = 618.76m

　　正解は「４」である。

 乱暴解  

　　《計算問題の正解は、２、３、４》　…　五択が均等の値の場合は、２、３、４

　問　Ｄ　
水平角の観測を行い、表2-2の結果を得た。これから求められる水平角の最確値はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

１．　99ﾟ15’15”
２．　99ﾟ15’16”
３．　99ﾟ15’17”
４．　99ﾟ15’18”
５．　99ﾟ15’20”
　　　　  表2-2


　観 測 値
　標準偏差


　99ﾟ15’15”
　　 2”


　99ﾟ15’20”
　　 4”




　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No2D　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《誤差09》より、

　　　　○軽重率（重み）P：

　　　　　・測定回数に比例

　　　　　・標準偏差の平方に反比例　　Pa:Pb:Pc=1/ma^2:1/mb^2:1/mc^2

　　　　　・測定距離に反比例　　　　　Pa:Pb:Pc=1/Sa:1/Sb:1/Sc

　　　　標準偏差の重量は、標準偏差の平方に反比例するため、

　　　　　　Pa : Pb = 1/ma^2 : 1/mb^2 = 1/2^2 : 1/4^2

　　　　　　　　　　 = 1/4 : 1/16 = 4 : 1

　　　　水平角の最確値は、

　　　　　　99ﾟ15’ + ( 15”×4 + 20”×1 ) / (4+1) = 99ﾟ15’16”
　　正解は「２」である。

 乱暴解  

　　《計算問題の正解は、２、３、４》　…　五択が均等の値の場合は、２、３、４

　　　　単純解の「１．99ﾟ15’15”」「５．99ﾟ15’20”」はない。

［ＮＯ．３］

　問　Ａ　
　次の文は、電子レベルについて述べたものである。間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

１．電子レベルは、画像処理により標尺を読み取る。

２．バーコード標尺は、使用する電子レベルに対応したものを使用しなければならない。

３．電子レベルは、円形水準器及び視準線の点検調整並びにコンペンセータの点検を、

　　適宜、行わなければならない。

４．電子レベルは、コンペンセータを点検調整していれば、視準距離をできるだけ

　　長くした方が観測精度は良くなる。

５．観測に際しては、電子レベルに直射日光が当たらないようにしなければならない。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No3A　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《水準測量03》より、

　　　　○電子レベル、自動レベル

　　　　　・コンペンセータと画像処理機能

　　　　　・鉛直の傾き10'以内までは自動

　　　　　・視準線の調整が必要

　　　　　・気泡管の調整が必要

　　　　　・バーコード目盛標尺とセットで使用

　　　　　・バーコード目盛標尺の距離

　　１　…　「電子レベルは、画像処理により標尺を読み取ることができる。」

　　　　　　正しい。

　　２　…　「バーコード標尺は、電子レベルに対応したものを使用する必要がある。」

　　　　　　正しい。

　　３　…　「電子レベルは、自動レベルと同様に、

　　　　　　　円形水準器、視準線の点検調整、コンペンセータの点検が必要である。」

　　　　　　正しい。

　　４　…　「視準距離をできるだけ、短くした方が観測精度は良くなる。」

　　　　　　間違いである。

　　５　…　「光学式レベルと同様に、直射日光が当たらないようにする。」

　　　　　　正しい。

 乱暴解  

　　「１」「２」「５」は、正しいのが容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　「できるだけ」「なるべく」

　　　　「４」が怪しい。

　問　Ｂ　
　水準点Aから水準点Bまで水準測量を行った。図3-1は、水準点Aから測点(2)までの観測の状況を示し、表3-1は、その観測の結果を示している。その後、標尺Iを点検調整したところ、標尺付属水準器の調整不良が発見された。このため、この測量において標尺Iは、図3-2のように鉛直線に対して常にレベルと反対方向に一定の傾きで設置されたものと推定される。

　標尺Iとして標尺付属水準器が正しく調整された標尺を用いていれば、水準点Aから測点(2)までの観測高低差はいくらになっていたと考えられるか。

最も近いものを次の中から選べ。

　なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

１．　-2.985 m

２．　-2.995 m

３．　-3.000 m

４．　-3.005 m

５．　-3.015 m
　　　　　　　　表3-1


　測点
　距離
　後視
　前視


水準点A
　(1)
　(2)
　40m
　32m
 1.000m
 0.500m
 2.500m
 2.000m
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　　　　　　　　図3-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No3B　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　標尺Iが正しく整置されていた場合の

　　水準点Aから測点(2)までの観測高低差は、

　　　　1.000m - 2.500m + 0.500m - 2.000m = -3.000m

　　標尺Iが、5.7ﾟ傾いていた場合の

　　水準点Aから測点(2)までの観測高低差は、

　　　　(1.000m×cos5.7ﾟ) - 2.500m + 0.500m – (2.000m×cos5.7ﾟ)

　　　　　 = (-1.000m×cos5.7ﾟ) - 2.000m

　　　　　 = -2.995m

　　よって、正解は「２」である。

 乱暴解  

　　《計算問題は客観的に眺めてみよう》　…　図や表から、何かが見えてくる

　　　　図3－2からは、次のことが解る。

　　　　　○ 標尺Iが傾いていれば、大きい数値を読み取ることになる。

　　　　　　 修正値は、実測値より、小さくなる。

　　　　標尺Iが正しく整置されていた場合の観測高低差 -3.000m より、

　　　　　○ 正解は、-3.000mより、大きな数値ではない。

　　　よって、正解は「１」「２」に、絞り込める。

　問　Ｃ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する水準測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．1級水準測量においては、レベルはできる限り2本の標尺を結ぶ直線上に設置し、かつ、

　　視準距離を等しくする。

２．往復観測を行う水準測量において、水準点間の測点数が多い場合は、適宜、固定点を

　　設け、往及び復の観測に共通して使用する。

３．1級水準測量においては、標尺補正のために観測の開始時、終了時及び固定点への到

　　着時に気温を測定する。

４．1日の観測は、水準点で終わることを原則とする。やむを得ず固定点で終わる場合は、

　　次の日の観測で固定点の異常の有無が点検できるような方法で観測を行う。

５．水準測量を行って得た観測高低差の誤差は、観測距離に比例する。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No3C　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《水準測量02》より、正しい。

　　　　　　　○誤差消去法

　　　　　　　　①視準軸誤差：等距離で観測する

　　　　　　　　②鉛直軸誤差：レベルを両標尺の直線上に整置する。レベル脚は特定の

　　　　　　　　　　　　　　　２脚が視準線に平行、進行方向に左右交互に整置する

　　　　　　　　③三脚沈下誤差：地盤堅固な場所に整置し、後視、前視、前視、後視

　　　　　　　　④零点誤差：偶数回観測する。出発点に立てた標尺を到着点に立てる

　　　　　　　　⑤標尺台の沈下：地盤堅固な場所に整置する

　　　　　　　　⑥球差、気差：等距離で観測する

　　　　　　　　⑦炎動カゲロウ：距離を短くして観測

　　　　　　　　⑧目盛誤差：標尺の上下部両端（20cm）の観測は避ける

　　２　…　「水準点間の測点数が多い場合は、固定点を設け、往復観測に使用する。」

　　　　　　正しい。

　　３　…　「1級水準測量では、標尺補正のために観測の開始時、終了時、

　　　　　　　固定点への到着時に気温を測定する。」

　　　　　　正しい。

　　４　…　「固定点で観測を終わる場合は、次の日の観測で固定点の異常の有無が点検

　　　　　　　できるようにする。」

　　　　　　正しい。

　　５　…　チェック部品集《誤差09》より、

　　　　　　　○軽重率（重み）P：

　　　　　　　　・測定回数に比例

　　　　　　　　・標準偏差の平方に反比例　　Pa:Pb:Pc=1/ma^2:1/mb^2:1/mc^2

　　　　　　　　・測定距離に反比例　　　　　Pa:Pb:Pc=1/Sa:1/Sb:1/Sc

　　　　　　「観測高低差の誤差は、観測距離に反比例する。」

　　　　　　間違いである。

　　正解は「５」である。

 乱暴解  

　　「１」が正しいのは、容易に解るであろう。

　　「５」の間違いも、容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　「５」が怪しい。

　問　Ｄ　
　図3-3は、ある地盤沈下地域において実施した水準測量の観測結果から得られた変動量を示したものである。それぞれに表示されている数値は上から順に、1997年5月の値から1996年5月の値を引いて求めた変動量、1998年5月の値から1997年5月の値を引いて求めた変動量、1999年5月の値から1998年5月の値を引いて求めた変動量である。

　水準点2004の1996年5月から1999年5月の間の変動量はいくらか。

最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、各水準点の変動量は、水準点3332に変動がないものとして求めたものである。

なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。
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１．　- 5.4 mm

２．　-24.7 mm

３．　-29.0 mm

４．　-34.4 mm

５．　-44.1 mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3-3

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No3D　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　水準点2004の、1996年5月から、1999年5月の間の変動を

　　図3－3から読み取り、合計を求めればよい。

　　　　1996年5月から1997年5月までの変動量　　-34.4 mm

　　　　1997年5月から1998年5月までの変動量　　- 4.3 mm

　　　　1998年5月から1999年5月までの変動量　　- 5.4 mm

　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　　-44.1 mm

　　よって、正解は「５」である。

［ＮＯ．４］

　問　Ａ　
　縮尺1/500地形図作成において、基準点Aに平板を整置し、基準点Bの目標板を視準して平板を定位した後、平板点Pの位置を放射法により求めた。細部測量終了後に平板点Pの位置の点検測量を行ったところ、位置のずれが見つかった。このずれの原因を調査した結果、B点の目標板がA点とB点を結ぶ直線に対して直角方向にずれて設置されていたことが分かった。平板点Pの図上でのずれの量を2.4mmとすると、視準した目標板がB点からいくらずれていたか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、AB間の水平距離は48m、AP間の水平距離は52mとし、その他の誤差はないものとする。なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

１．　0.8 m

２．　0.9 m

３．　1.1 m

４．　1.2 m

５．　1.3 m

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No4A　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　AP間の1/500地形図上の距離は、     52m / 500 = 104mm

　　AP間のずれの高さと水平距離の比は、 2.4mm / 104mm = 1/43.3

　　AB間の目標板のずれは、　　　　　　 48m × 1/43.3 = 1.1m

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　《計算問題の正解は、２、３、４》　…　五択が均等の値の場合は、２、３、４

　問　Ｂ　
　写真測量により縮尺1/2,500地形図を作成するため、対空標識を基準点から偏心して設置した。次の文は、対空標識の設置位置を磁針法により求める方法について述べたものである。 　ア　 ～ 　オ　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。

　磁針法は、基準点に整置した平板上で磁針を用いて 　ア　 から偏心点への 　イ　 を測定することにより偏心点への 　ウ　 を求めるものである。図4-1において、磁針定数 　エ　 があらかじめ分かっていれば偏心点の 　ウ　 は 　オ　 によって求められる。

　　　　ア　　　　　イ　　　　ウ　　　　　エ　　　　 オ

１．　真　北　　　方位角　　方位角　　　　a+b　　　a+b+c

２．　磁　北　　　偏心角　　方向角　　　　 a　　　　d-a

３．　真　北　　　方位角　　方向角　　　　 a　　 　a+b+c

４．　磁　北　　　偏心角　　方位角　　　　 a　　　　d-a

５．　座標の北　　偏心角　　真北方向角　　a+b　　 　d-a
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　　　　　　　　　　　　　図4-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No4B　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《地図編集05》より、

　　　　方位角＝方向角－真北方向角　（東は－、西は＋）

　　ア　…　「磁針を用いて真北から」では、おかしい。

　　　　　　「磁　北」である。

　　イ　…　「偏心角」である。

　　ウ　…　偏心点の座標計算には、方向角が必要である。

　　　　　　「方向角」である。

　　エ　…　磁針定数より、「 a 」である。

　　オ　…　「 d-a 」である。

　　正解は「２」である。

 乱暴解  

　　《組合せ問題は、多いもの》　…　正解を多く並べたがる

　　　　「２」「４」に絞り込める。

　問　Ｃ　
　次の文は、TS(トータルステーション)を用い、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施した地形測量について述べたものである。適切でない方法で実施しているのはどれか。次の中から選べ。

１．等高線を描画するため、現地で適切な地点の地性線及び標高値を測定した。

２．作業の効卒化を図るため、図形編集装置(CAD等の図形処理機能からなる編集装置)と

　　TSをオンラインで直結し、現地で編集を行った。

３．TSを用いて支距法により新たな基準点を設置した。

４．現地ではTSを用いてデータ取得のみを行い、編集作業は室内で行った。

５．地形図原図を、自動製図機により作成した。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No4C　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《地形測量10》より、

　　　　TSによる地形地物の測定

　　　　　○オンライン方式：

　　　　　　・測定時に携行する図形編集装置とTSをオンラインで直結

　　　　　　・測定結果を図形編集装置に直接図示

　　　　　　・図形編集機能を用いて編集、点検を行い、出力図を作成する

　　　　　○オフライン方式：

　　　　　　・測定時にデータ取得のみを行う

　　　　　　・図形編集装置にデータを入力

　　　　　　・図形編集機能を用いて編集、点検を行なう

　　　　　○地形は、地性線、標高値を測定し、図形編集装置により等高線描画する

　　　　　○地形図原図の作成

　　　　　　・編集済データをもとに自動製図機を用いて作成する

　　　　　　・編集済データの出力図を透写製図して作成する

　　１　…　「地形は、地性線、標高値を測定し、図形編集装置により等高線描画する」

　　　　　　正しい。

　　２　…　「測定時に携行する図形編集装置とTSをオンラインで直結し、

　　　　　　　測定結果を図形編集装置に直接図示する」

　　　　　　正しい。

　　３　…　「基準点に観測機器を整置して、放射法により、TS点を設置する」

　　　　　　間違いである。

　　４　…　「オフライン方式は、測定時にデータ取得のみを行い、図形編集装置にデー

　　　　　　　タを入力後、図形編集機能を用いて編集、点検を行なう」

　　　　　　正しい。

　　５　…　「地形図原図の作成は、編集済データをもとに自動製図機を用いて作成する」

　　　　　　正しい。

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　「１」「４」が正しいのは、容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　「３」が怪しい。

　問　Ｄ　
　図4-2は、ある街区を構成する要素(点、線、面)及び各要素の識別コードを表している。識別コードの数字の100番台は点、200番台は線、300番台は面を表している。0は計測対象街区以外である。表4-1は、街区を構成する線について、線の始点、終点及び線に隣接する面の情報を示したものである。ア～キにあてはまる組合せで正しいのはどれか。次の中から選べ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表4-1

　　　ア　 イ　 ウ　エ　 オ　 カ　 キ

１． 101　　0　104　303　107　301　302

２． 105　302　104　302　104　　0　　0

３． 101　　0　103　302　107　301　302

４． 105　302　104　303　107　　0　302

５． 101　　0　103　302　104　301　　0
線
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　　　　　　　　　　　　　　　図4-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No4D　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　非常に簡単な問題である。

　　ア　…　線201の始点は、「101」である。

　　イ　…　線201の左に隣接する面は、「 0 」である。

　　ウ　…　線202の終点は、「 103 」である。

　　エ　…　線202の左に隣接する面は、「 302 」である。

　　オ　…　線203の終点は、「 104 」である。

　　カ　…　線203の右に隣接する面は、「 301 」である。

　　キ　…　線204の左に隣接する面は、「 0 」である。

　　よって、正解は「５」である。

 乱暴解  

　　《組合せ問題は、多いもの》　…　正解を多く並べたがる

　　　　正解は「５」に限定される。

［ＮＯ．５］

　問　Ａ　
　画面距離15cm、画面の大きさ23cm×23cmの航空カメラを用いて、縮尺1/30,000、

オーバラップ60%、サイドラップ30%で、平たんな広い土地の鉛直空中写真の撮影を計画した。撮影計画コースを縮尺1/50,000の地形図上に記入するとき、そのコース間隔は図上でいくらになるか。

最も近いものを次の中から選べ。

　なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

１．　4.1 cm

２．　5.5 cm

３．　6.3 cm

４．　8.3 cm

５．　9.7 cm

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No5A　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《写真測量01》《写真測量02》《写真測量03》より、

　　　　○縮尺：f/H=l/L

　　　　○標高hの縮尺：f/(H0-h)

　　　　○ひずみ：dr=r*h/H

　　　　○オーバーラップ P(60%)：(a-b)/a*100　　　H*(100-OL) = H'*(100-OL')

　　　　○サイドラップ q(30%) ： (a-c)/a*100　　　H*(100-SL) = H'*(100-SL')

　　　　○主点基線長：b=a*(1-P/100)

　　　　○撮影間隔：B=a*mb*(1-P/100)

　　　　○ｺｰｽ間隔：C=a*mb*(1-q/100)

　　　　○１コース枚数：N=Y/B+1(+3)

　　　　○コース数：n=X/C　　Y=東西距離(km)　　X=南北距離(km)

　　本問は、次の手順で解けばよい。

　　　　① コース間隔の実距離を求める。

　　　　② コース間隔の実距離から、縮尺1/50,000の図上距離を求める。

　　① コース間隔の実距離は、

　　　　コース間隔の実距離： C = a × mb × (1-q/100)

　　　　　　　　　　　　　　　 = 0.23m × 30,000 × (1-30/100)

　　　　　　　　　　　　　　　 = 4,830m

　　② 縮尺1/50,000の図上距離は、 4,830m / 50,000 = 0.097m = 9.7cm

　　よって、正解は「５」である。

　問　Ｂ　
　図5-1は、60%のオーバーラップのある一組の鉛直空中写真を縦視差のない状態に置いたものである。地上の目標物A～Eが左右の写真に図のように写っていたとき、地上で最も高いものはどれか。次の中から選べ。
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１．　A

２．　B

３．　C

４．　D

５．　E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No5B　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 乱暴解  

　　チェック部品集《写真測量03》より、

　　　　○撮影基準面より標高が高くなると：

　　　　　・縮尺の分母値が大きくなる

　　　　　・オーバーラップが小さくなる

　　　　　・高い点は外側に、低い点は内側に、ひずむ

　　「高い点は外側に、ひずむ」より、

　　　右写真において、点Cからのひずみが、一番大きいのは「点D」である。

　　正解は「４」である。

　問　Ｃ　
　標準的な公共測量作業規程に基づいて実施した空中三角測量作業において、基準点残差(基準点成果と調整計算結果の差)を点検したところ一部が制限値を越えていた。

その原因とは考えられないものはどれか。次の中から選べ。

１．入力した基準点の座標値に誤りがあった。

２．入力した番号と違う基準点を測定した。

３．対空標識を設置した位置の偏心計算に誤りがあった。

４．空中写真上での測定に誤差があった。

５．図化縮尺の設定に誤りがあった。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No5C　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　「入力した基準点の座標値に誤りがあった。」

　　　　　　制限値が越える原因となる。

　　　　　　正しい。

　　２　…　「入力した番号と違う基準点を測定した。」

　　　　　　制限値が越える原因となる。

　　　　　　正しい。

　　３　…　「対空標識を設置した位置の偏心計算に誤りがあった。」

　　　　　　制限値が越える原因となる。

　　　　　　正しい。

　　４　…　「空中写真上での測定に誤差があった。」

　　　　　　制限値が越える原因となる。

　　　　　　正しい。

　　５　…　図化縮尺の設定は、空中三角測量後に行うことであり、

　　　　　　空中三角測量の制限値に影響しない。

　　　　　　間違いである。

　　正解は「５」である。

　問　Ｄ　
　空中写真測量により縮尺1/2,500の地形図を作成するため、対空標識を設置した。

次の文は、その状況を述べたものである。対空標識の設置方法が適切でないものはどれか。次の中から選べ。

１．正方形の板の中心が偏心点である標杭の真上にくるように設置した。

２．基準点が林の中にあったため、近くの樹上に付近の樹冠より50cm高くして設置した。

３．天頂からおおむね45ﾟの上空視界を得るため、池のすぐ近くに偏心して設置した。

４．風などで破損されないように堅固に設置した。

５．建物の屋上では、床面よりも少し高くして設置した。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No5D　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《写真測量16》より、

　　　　○対空標識、対地標識

　　　　　・対空標識は天頂45度以上の視界を確保する

　　　　　・ぶれ補正装置を使用する場合は、

　　　　　　撮影縮尺の80%を限度として小さくしてよい

　　　　　・撮影基準面はコースごとに設定してよい

　　　　　・対地標定は、全パスポイント、三角点、水準点に配置する

　　１　…　「正方形対空標識を設置する場合は、

　　　　　　　正方形中心を標杭中心に致心させなければならない。」

　　　　　　正しい。

　　２　…　「樹上に設置する場合は、撮影するまでに木が成長すゐこともあり、

　　　　　　　樹幹より高く設置すべきである。」

　　　　　　正しい。

　　３　…　「対空標識は天頂45度以上の視界を確保する」は正しいが、

　　　　　　「池の増水による対空標識の破損・消失や、池の水によるハレーション効果

　　　　　　　による影響があるため、池の近くは、避けるべきである。」

　　　　　　間違いである。

　　４　…　「対空標識は、撮影されるまで期間があくこともあるため、

　　　　　　　風などに飛ばされないように設置する。」

　　　　　　正しい。

　　５　…　「対空標識は、周辺より高く設置することにより、

　　　　　　　周辺(バックグラウンド）とのコントラストを強める働きをする。」

　　　　　　正しい。

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　「１」「４」が正しいのは、容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　一旦、具体的な正しい文を記述し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後に、間違い文を記述しているもの

　　　　「２」「３」が怪しい。

［ＮＯ．６］

　問　Ａ　
　次のa～eは、平面直角座標系(昭和43年10月11日建設省告示第3059号)について述べたものである。正しいものの組合せはどれか。次の中から選べ。

a.　現在、わが国を21の系に区分している。

b.　投影法としては、ガウスの等角投影法を適用している。

c.　座標系原点の座標値は、X=0.000メートル、Y=0.000メートルである。

d.　座標系のX軸は、座標系原点において子午線に一致する軸とし、

　　真北に向かう値を正としている。

e.　座標系のX軸上における縮尺係数は、0.9996である。

１．　a ・ b ・ d

２．　b ・ c ・ e

３．　a ・ c ・ e

４．　b ・ c ・ d

５．　a ・ b ・ e

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No6A　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《地図編集04》より、

　　　　○平面直角座標系

　　　　　・横メルカトール図法：1/2,500の国土基本図、1/5,000の国土基本図

　　　　　・南北適用範囲：N25ﾟ～N45ﾟ

　　　　　・１図葉区画形：長方形

　　　　　・投影範囲：日本国土を１９の座標系に分割

　　　　　・座標原点：　X=0、北＋、南－　　Y=0、東＋、西－

　　　　　・図隔線表示：平面直角座標の原点からの距離

　　　　　・高さ表示：平均海面からの高さ

　　　　　・縮尺係数：原点では0.9999、中央子午線より、90kmで1.0、130kmで最大

　　　　　・区画実面積（１図葉の）

　　　　　　　　　　　横(km)　縦(km)　面積(km2)

　　　　　　　1/2,500： 2 　　1.5 　　 3

　　　　　　　1/5,000： 4  　 3　　　 12

　　a.　…　「投影範囲は、日本国土を１９の座標系に分割している。」

　　　　　　間違いである。

　　b.　…　「投影法、ガウスの等角投影法を適用している。」

　　　　　　正しい。

　　c.　…　「座標系原点の座標値は、X=0.000メートル、Y=0.000メートルである。」

　　　　　　正しい。

　　d.　…　「座標系のX軸は、座標系原点において子午線に一致する軸とし、

　　　　　　　真北に向かう値を正としている。」

　　　　　　正しい。

　　e.　…　「座標系のX軸上における縮尺係数は、0.9999である。」

　　　　　　間違いである。

　　正しいものは「b」「c」「d」であり、正解は「４」である。

　問　Ｂ　
　図6-1は、国土地理院発行の縮尺1/25,000地形図の一部(原寸大、一部を改変)である。次の文は、この図に表現されている内容について述べたものである。

間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．JR駅前からほぼ北東方向へ約600m進むと、記念碑がある。

２．標高94.8mの三角点と市役所との標高差は、約90mである。

３．A川は、南から北方向へ流れている。

４．国道426号とJR線は、立体交差している。

５．標高94.8mの三角点は、図中の最も高い地点にある。
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　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No6B　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　「駅前からほぼ北東方向に、図上約2.Ocm、実距離約600m行くと、

　　　　　　　六差路のロータリーの中央に、記念碑の記号がある。」

　　　　　　正しい。

　　２　…　「市役所の南に5mの標高点がある。標高差は90mとなる。」

　　　　　　正しい。

　　３　…　「A川の流下する矢印記号が北を向いている。」

　　　　　　正しい。

　　４　…　正しい。

　　５　…　「標高94,8mの三角点の西南方向に、lOOmの計曲線がみられる。

　　　　　　　この地点が、図中で最も高い点である。」

　　　　　　間違いである。

　　正解は「５」である。

　問　Ｃ　
　図6-1に示した地域を包含した、別の縮尺の地図が机上にある。図6-1に表示されている

　ア　 (標高3.6mの水準点)と 　イ　 (標高4,8mの水準点)について、この別の地図上で図上距離を測定したところ32.8㎝であった。この地図の縮尺はいくらか。

最も近いものを次の中から選べ。
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１．　1/500

２．　1/1,000

３．　1/2,500

４．　1/5,000

５．　1/10,000

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No6C　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　「ア」と「イ」の水準点間の1/25,000地形図上の距離は、

　　　　約6.6cm (=5.3cm÷0.8) であり、

　　　　実距離は約1,650mである。

　　別の地図の図上距離が、32.8cm ならば、

　　　　この地図の縮尺は、 0.328m / 1,650m ≒ 1/5.000

　　よって、正解は「４」である。

　問　Ｄ　
　ディジタイザを使って、都市計画図のベクタデータを取得する作業を行った。

図6-2は、数値化した対象物地図記号を左欄に、各々のベクタデータの計測点の取り方を右欄に、いずれも模式的に表したものである。

　ここで、右欄における×印は計測点を示す。この中で、最も不適切な計測点の取り方をしているものはどれか。図中の1～5の中から選べ。

　ただし、その「取得位置」の適用は、すべて正しいものとする、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No6D　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　最も不適切な計測点の取り方をしているものは、「２」である。

　　直線では、起点、終点の２点を読み取るだけで十分である。

［ＮＯ．７］

　問　Ａ　
　次の文は、円曲線の設置における中心杭位置の計算法について述べたものである。

文中の 　ア　 ～ 　オ　 に入る式又は値の正しい組合せはどれか。次の中から選べ。

　ただし、文中の計算式は、弧度法(ラジアン)によって表されているものとし、π=3.14とする。

　なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

　図7-1の模式図で示されるような曲線半径(R)100.00m、交角(I)60ﾟ、交点IPから道路の起点No.0までの距離(追加距離)266.30m、中心杭間距離20.00mとした場合、偏角弦長法(偏角法)による円曲線の設置に必要な諸元の計算は、次のように行われる。

　最初に、中心杭測設位置計算に必要な接線長(BC～IP間)と曲線長(BC～EC間)を

式 　ア　 とR×Iから求めると、それぞれ57.74mと 　イ　 mになる。

　次に、曲線始点BCから最初の中心杭No.11までの弧長C1は中心杭間距離と追加距離及び接線長から 　ウ　 mになり、曲線始点BCにおける接線方向(BC～IP方向)を基準とした

No.11の偏角δ1、を曲線半径と弧長から求めると 　エ　 になる。曲線始点BCからNo.12以降の各中心杭までの弧長は、中心杭間距離を逐次加えて求め、それに対する偏角は、中心点杭間距離に対する偏角δを、逐次、加えることにより求める。

　さらに、曲線の最終中心杭No.Pから曲線終点ECまでの弧長Cn+1を、曲線長とC1及び中心杭間距離から求めると 　オ　 mになる。

　　　　　ア　　　　　　 イ　　　　 ウ　　　　エ　　　　　 オ

１．　R×cot(I/2)　　　 90.76　　　11.44　　3ﾟ17’46”　　　13.23

２．　R×tan(I/2)　　　104.67　　　11.44　　3ﾟ17’46”　　　11.50

３．　R×tan(I/2)　　　104.67　　　11.44　　3ﾟ16’44”　　　13.23
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４．　R×cot(I/2)　　　104.67　　　 8.56　　2ﾟ16‘ 3”　　　13.23

５．　R×sinI　　　　　 9O.76　　　 8.56　　3ﾟ16’44”　　　11.50

　　　　　　　　　　　　　　　　　図7-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No7A　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《応用測量03》より、

　　　　○単曲線の公式

　　　　　・接線長：　　　TL = R × tanI/2

　　　　　・セカント：　　SL = R × {sec(I/2)-1}

　　　　　・中央縦距：　　M  = R × {1-cos(I/2)}

　　　　　・偏角と中心角：δ = L / 2R = θ/2

　　　　　・弦長と偏角：　L  = 2R × sinδ

　　ア　…　「R×tan(I/2)」である。

　　イ　…　曲線長(BC～EC間)は、ラジアン法より、2πR : CL = 360ﾟ : I

　　　　　　　CL = 2πR × I / 360ﾟ = 2×3.14×100m × 60ﾟ / 360ﾟ = 104.67m

　　ウ　…　曲線始点BCから最初の中心杭No.11までの弧長C1は、

　　　　　　　No.10～BC間の距離

　　　　　　　　　　 = (No.0～IP間の距離) – (No.0～No.10間の距離) – (接線長TL)

　　　　　　　　　　 = 266.30m – 200m – 57.74m = 8.56m

　　　　　　　弧長C1 = 20m – 8.56m = 11.44m

　　エ　…　No.11の偏角δ1は、

　　　　　　　ラジアン法より、2πR : 弧長C1 = 360ﾟ : θ

　　　　　　　　　θ = 弧長C1 × 360ﾟ / 2πR 

　　　　　　　　　　 = 11.44m × 360ﾟ / (2×3.14×100m) = 6ﾟ33’29”
　　　　　　　δ1=θ/2より、δ1 = 3ﾟ16’44”
　　オ　…　曲線の最終中心杭No.Pから曲線終点ECまでの弧長Cn+1は、

　　　　　　　　Cn+1 = (曲線長) – (弧長C1) – (中心杭間距離×n)

　　　　　　　　　　  = 104.67m – 11.44m – 20m×4 = 13.23m

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　《組合せ問題は、多いもの》　…　正解を多く並べたがる

　問　Ｂ　
　道路計画のため、縦断測量を行ったところ、表7-1の結果を得た。測点A付近は、水路と交差するため盛土区問とし、測点Aで1.5mのかさ上げが必要である。また、測点Aを基準とし、測点D方向に 1% の上りこう配としたい。

　この道路計画において、測点B、C、Dのうち、切土高が最も大きくなる点とその切土高を次の中から選べ。

　なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7-1

１．測点Bで切土高 0.80m

２．測点Bで切土高 2.30m

３．測点Cで切土高 0.95m

４．測点Cで切土高 2.45m

５．測点Dで切土高 1.85m
測点
道路起点からの距離(m)
地盤高(m)


A
240
45.65


B
420
49.75


C
580
51.50


D
700
52.10

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No7B　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　設問を整理すると、

　　　○ 測点Aは、1.5mのかさ上げが必要であるから、計画高は 47.15m である。

　　　○ 測点A（47.15m）を基準とし、測点D方向に 1% の上りこう配である。

　　各測点の計画高と、切土高は、次の通りである。


測点
追加距離(m)
単距離

(m)
地盤高

(m)
計画高

(m)
切土高

(m)


A
240
0
45.65
　　　　　　　　　= 47.15
+1.50


B
420
180
49.75
47.18 + 180×0.01 = 48.95
-0.80


C
580
160
51.50
48.95 + 160×0.01 = 50.55
-0.95


D
700
120
52.10
50.55 + 120×0.01 = 51.75
-0.35

　　切土高は、測点Cで、最大 0.95m となる。

　　正解は「３」である。

　問　Ｃ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて行った河川測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．河心線の接線に対し直角方向の両岸の堤防法肩又は法面に距離標を設置した。

２．水準基標の高さの測量を2級水準測量で行った。

３．縦断面図を、横の縮尺1/1,000、縦の縮尺1/200で作成した。

４．縦断面図を作成するため、左右両岸の対になる距離標を結ぶ視通線上にある

　　地形変化点について、距離標からの距離と標高を測定した。

５．定期横断測量において、水際杭を境にして、陸部の測量を横断測量で、

　　水部の測量を深浅測量で行った。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No7C　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《河川測量05》より、正しい。

　　　　　　　②距離標設置測量

　　　　　　　　・河心線接線に対し直角方向の両岸の堤防法肩、法面等に

　　　　　　　　　距離標を設置する作業

　　　　　　　　・測量を繰り返し、河床、堤防、縦断面、横断面の変動状態を捉える

　　　　　　　　・地形図上で位置を選定し、座標値に基づき、

　　　　　　　　　近傍の３級基準点等から放射法で行う

　　　　　　　　・距離標の設置間隔：200mを標準

　　　　　　　　・河川の河口または幹川の合流点に設けた起点から河心に沿って行う

　　　　　　　　・距離標の位置を示す点の記を作成

　　２　…　チェック部品集《河川測量06》より、正しい。

　　　　　　　③水準基標測量

　　　　　　　　・定期縦断測量の基準となる水準基標の標高を定める作業

　　　　　　　　・１等（級）水準点より行う

　　　　　　　　・２級水準測量により行う

　　　　　　　　・水準基標の設置間隔：20km以下標準

　　　　　　　　・水位標に近い位置に設置する

　　　　　　　　・水準基標の位置を示す点の記を作成

　　３　…　チェック部品集《河川測量07》より、正しい。

　　　　　　　○縦断図の縮尺　　横縮尺：1/1000～1/10000　　縦縮尺：1/100～/200

　　４　…　「左右両岸の対になる距離標を結ぶ視通線上にある地形変化点について、

　　　　　　　距離標からの距離と標高を測定した。」

　　　　　　これは、定期横断測量の記述である。間違いである。

　　５　…　チェック部品集《河川測量09》より、正しい。

　　　　　　　⑤定期横断測量

　　　　　　　　・定期的に左右岸距離標の視通線上の横断測量を実施し、

　　　　　　　　　横断図を作成する作業

　　　　　　　　・左右距離標の視通線上の地形変化点等について、

　　　　　　　　　距離標からの距離、標高を測定する

　　　　　　　　・水際杭を境に陸部と水部に分ける

　　　　　　　　・陸部は、左右岸の距離標を基準とし、地形変化点を中間視し

　　　　　　　　　水際杭に結合する

　　　　　　　　・水部は、左右岸の水際杭を基準とし深浅測量を実施する

　　　　　　　　・横断図の作成は、定期横断測量の結果より行う

　　正解は「４」である。

　問　Ｄ　
　図7-2において、四角形の土地ABCDのうち、CDE部分が道路用地となることとなった。

残地となるABEDの面積を求めたい。

　道路界DEは、Mを中心点として半径65mの円曲線の一部である。土地ABEDの面積に最も近いものを次の中から選べ。ただし、各点のX、Y座標値(単位m)は図に示すとおりとし、

また、DE間の弧長は50.033m、π=3.14とする。

　なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。
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１．　3,164 m2

２．　3,262 m2

３．　3,320 m2

４．　3,403 m2

５．　3,546 m2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H11No7D　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問は、ちょっと複雑であるが、次の手順で解けばよい。

　　　　① 「四角形ABED」の面積を求める。

　　　　② 「弦ED」と「弧ED」に囲まれた部分の面積を求める。

　　　　③ ①と②を加えて、土地ABEDの面積を求める。

　　① 四角形ABEDの面積は、

　　　　　四角形ABED = { (72.533-21.000) + 95.622 } × 1/2 × 43.000

　　　　　　　　　　 = 3163.8 m2

　　② 「弦ED」と「弧ED」に囲まれた部分の面積は、

　　　　　　　　　　　　　　(扇形MEDの面積) － (三角形MEDの面積) である。

　　　　　まず、∠EMD を求める。

　　　　　　　DE間の弧長 50.033m より、2πR : DE間の弧長 = 360ﾟ : ∠EMD

　　　　　　　∠EMD = DE間の弧長 × 360ﾟ / 2πR

　　　　　　　　　　= 50.033m × 360ﾟ / 2×3.14×65m = 44ﾟ

　　　　　扇形MEDの面積 = πR^2 × 44ﾟ/360ﾟ

　　　　　　　　　　　　= 3.14×65^2 × 44ﾟ/360ﾟ = 1621.5 m2

　　　　　三角形MEDの面積 = 1/2 × R × Rsin44ﾟ

　　　　　　　　　　　　　= 1/2 × 65 × 65×0.6947 = 1467.6 m2

　　　　　「弦ED」と「弧ED」に囲まれた部分の面積は、1621.5 - 1467.6 = 153.7 m2

　　③ 土地ABEDの面積は、3163.8 + 153.7 = 3317.5 m2

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　《計算問題の正解は、２、３、４》　…　五択が均等の値の場合は、２、３、４
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